
 

                                      2013 年 3 月号 

平成 25 年度年間テーマ 『 自分達で築こう新しい釧路』 
 

■ 平成 25 年 3 月 例会報告 【執行部担当例会】  
題  目  『地域を元気に～地域価値の向上について～』 

開催日時  平成 25 年 3 月 14 日（木曜日） 午後 6 時 30 分～ 

開催場所  釧路キャッスルホテル  1 階 

出 席 者  第一部会 7 名 第二部会 6 名 第三部会 7 名 第四部会 5 名 

      合計出席者数 25 名（全 46 名）  出席率 54.35％ 

 

 
 

  
 

■■■■■■■■■■ 例会報告 ■■■■■■■■■■ 

 

■ 会長挨拶■ 
皆様、お晩でございます。3 月も中旬となり、朝・夕の明るさも、日一日と長くなり、日中は太陽

の日差しも暖かさを感じる今日この頃です。 今年の冬は、日本各地で大雪に見舞われ、昨日には北

海道中標津で、家族の乗った車が吹雪の中で立ち往生し、車の中で一酸化炭素中毒で死亡したり、あ

ちらこちらで交通事故が多発いたしました。 雪道での運転には慣れている私達ですが、改めて雪道

での運転には気を付けたいと思います。 3 月 11 日の東日本大震災から今年で 2 年になりますが大

震災では多くの方々が亡くなりいまだに行方不明の方々が多くおり、大震災の報道番組を見て地震の

すごさ、怖さを実感したところです。 さて、今月の例会は、帝国データバンクの伊藤さんに講演を

お願い致しました。皆さんも、ご存じのように、帝国データバンクは各企業の経営状況を把握し、よ

り良い方向へのアドバイスをされております。 釧路で活躍している各企業の状況を知ることにより、

これからの釧路の景気動向を予測して頂きいかにしたら、景気が良くなるかのアドバイスをお聞きし

たく存じます。本日はよろしくお願い致します。  

  

 ■例会内容■         

帝国データバンク 参与 伊藤 辰夫 様 講演 
 『地域を元気に～地域価値の向上について～』 

  初めに、会社説明と全国の景気動向の資料を使いわかりやすく説明し、その中で、釧路の

現状、これからの釧路地域のあり方を解説して頂きました。 釧路の人口のピークは昭和 55

年の 22.7 万人(管内人口 30.7 万人)で平成 22 年の国勢調査では 18.1 万人(管内人口 24.7 万 



 

 

人)で阿寒・音別と合併したが、人口は毎年、約 2 千人位減っています。 将来人口の推定で

は、平成 27 年 16.9 万人(生産人口 15～64 歳 9.8 万人)、平成 32 年 15.5 万人(生産人口 15～

64 歳 8.5 万人)と予想されています。 地域としての産業として水産関係では、水揚げの減

少 秋サケが 3 年連続の不漁・サンマも 2 年連続で不漁で、尚且つ、高齢化、後継ぎ不足と

言う事で一次産業が厳しい。 最近では、ｼｼｬﾓ・時鮭を地域ブランドとして高めていき、付

加価値を付けて売上の減少を食い止めようとしている。 

一つの例として、サントリー(伊右衛門・お茶)は京都の老舗茶房福寿園から生まれて伝統

とこだわりで本物感を出し消費者(お客さん)に伝えています。 サッポロビール(ヱビスビー

ル)は、ちょっと贅沢なビールと言うキャッチコピーを付け消費者のちょっと贅沢な気持ちを

コンセプトとし認識して頂き宣伝を徹底してやっています。 

人と物と言うところでは、大変重要なのですが買い手の気持ち。 今までは、良い物を作

り、科学的なものの普及や値ごろ感でしたが今は、楽しいとか面白い事とかそういう商品が

出回っています。 商品のストーリーや世界観、作る人の思い、地域なりの商品、話題性の

商品で買い手のニーズに合ったものを提案し購買意欲を刺激しています。 

地域の価値では、最近、Ｂ級グルメで地域の活性化を図るところが多くなってきています。

そして、ブランド力を高める事では、各地域では、沖縄県(泡盛)・長野県(古い町並み)。 釧

根管内では、厚岸(大黒サンマ)・根室(歯舞昆布醤油)等がありますが、魅力がなければ長続き

しないです。 地域の価値＝地域の魅力だと思います。 物を作って、売るのではなくて、

人・物・コミュニケーション、地域のストーリーやコンセプト、概念等産地としての地域性

が加わる事で価値が上がります。 価値も魅力も提供者だけが満足していても消費者に対し

ての魅力も合わせて両方の価値、魅力が一致していないといけません。 最近、釧路でも地

産地消や色々な商品のブランドを働きかけています。 釧路には、水産資源、観光資源(釧路

湿原・阿寒国立公園)が豊富にあるので、もっと、地域の魅力ある街づくりをしてはどうかと

言う事です。 

さまざまな問題があると思いますが、景気には波があります。円安がプラスになるかは疑

問ですが、企業経営は、情報・人材育成等が大事で継続していく事です。 

釧路の基幹産業は水産・石炭・酪農・紙パルプ・観光があり、地域価値の向上とは地域の

魅力でありますから、今ある物を大事にしていく事が重要です。 

最後に、菊池会長が帝国データバンク伊藤様に感謝の言葉を述べられました。 

 

 ■部会活動報告■ 

第一部会       無          第二部会 3 月 30 日(土曜日) 予定 

第三部会 3 月  8 日(金曜日)あけぼの 8 名  第四部会 3 月 30 日(土曜日) 串石 予定 

 

 

■■ 事務局連絡 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

   ※ 高木俊一会員が退会になりましたのでご報告いたします。 

 
１．やむなく例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。 

 ２．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。 

   ３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。 

   ４.例会に於いては必ず会員バッジを付けてください。 

   ５.メールによる会報発送にご協力下さい。 

   ６．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。 

         どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/ 
 

http://www.marukoo.com/as/


 

釧路あすなろクラブ 

4月例会のご案内 
 

３月例会は帝国データバンク 参与 伊藤 辰夫様にご講演いただき地域価値の向上についてご講演頂

きました。 

４月例会は、在籍１０年未満の会員が半分以上となり、先輩方との交流・挨拶が無い等の指摘がありま

した。 釧路あすなろクラブ諸先輩に、クラブの歴史等を語って頂き、その後に座談会の二部構成とし、

親睦を深めたいと思います。 

 

・・・・・ 4月例会 ・・・・・ 
 

■ 例会内容■ 第一部 『あすなろクラブの想いを語る』   
 

           第二部  座 談 会  

■ 開催場所■   釧路キャッスルホテル ２階『鶴の間』 
 

■日  時■   平成 25 年 4 月 18 日（木曜日） 

         食事  午後 6 時～   ２階『鶴の間』  

         例会  午後 6 時 30 分～ 
 

■出欠連絡■  締め切り  4 月 10 日（水） 必着 
  ★出欠・食事の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いいたします 

 
 

 

氏名           
 

4 月例会  出席  ・  欠席 

 

食事   有  ・  無 
 

■ 各部会長のＦＡＸ番号■ 

一部会 安代久仁  36-7892   二部会 前田俊明 24-9538 

三部会 杉本眞美  92-5259   四部会 岩田義雄 65-9731 
会報のメール配信をしております。メール配信をご希望される方は PDF 形式に

てメール配信をいたしますので事務局次長 久保 までメールをください 

皆様のご協力よろしくお願い致します 

久保ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ【 kuboban@ark.ocn.ne.jp 】 携帯 090-5076-0511 


